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カラー生成に直接影響を与える切りくず平均温度と刃先温度との比は切削条件を示す Thermal Num 
ber の単調関数で表わされることについて述べている。















な経験的手段があるが テンパカラー・切りくず温度・刃先温度の 3 者の関係は切削条件と切りくず
寸法で変化し，さらに鋼の材種の影響もうけるので，この手段による推定結果には暖昧さを伴う。
本論文はこの経験的手段に理論的裏付けを行うとともに推定精度を上げ また活用しやすいものと
することを目的としたものである。研究遂行に当って解決すべき重要点は 3 つある。第 l は複雑な表





を結び、つけることによってテンパカラーから刃先温度が推定できるが 最後に S15C と S45C を対象と
として，えられた切りくずのす法・形状・テンパカラーおよび切削条件から刃先温度を与えるノモグ
ラフを作成して応用上の便宜を計っている。
これらの研究成果は機械加工の技術向上と能率化に貢献するところが大きく，博士論文として価値
あるものと認;める。
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